
授業改善の視点 「対話場面を充実させる多様な学習形態の工夫」 

 

時 主な学習活動 

評 価 規 準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

1 二次関数 

𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2 + 𝑞 

のグラフ 

二次関数の式とグラ

フの特徴を捉えよう

としている。 

 𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2 + 𝑞 

のグラフをかくこと

ができる。 

 

2 二次関数のグラフ 

𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 の変形 

二次関数の式とグラ

フの特徴を捉えよう

としている。 

  平方完成の方法を

理解できる。 

3 二次関数のグラフ 

𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐  の

変形 

  二次関数の基本形の

式に変形することが

できる。 

平方完成の方法を

理解できる。 

4 二次関数のグラフ 

𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 の

変形 

 二次関数の一般形と

基本形の関係を考察

できる。 

二次関数の基本形の

式に変形することが

できる。 

 

 

 

高等学校数学科（数学Ⅰ）学習指導案 

単元名 二次関数 

単元の目標 

関数概念の理解を深め，関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を

認識できるようにする。また，二次関数の値の変化を考察することを通して，

関数の最大値・最小値を求めることや二次不等式の解を求めることができるよ

うにする。 

単元の 

評価規準 

（前半） 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や 

考え方 
数学的な技能 知識・理解 

・二次関数の式とグ

ラフの特徴を捉え

ようとしている。 

・二つの数量関係か

ら最大値・最小値

に関心をもとうと

している。 

・二次関数の一般形

と基本形の関係を

考察できる。 

・二次関数の式とグ

ラフの関係を多面

的に考察すること

ができる。 

・二次関数の基本形

の式にすることが

できる。 

・二次関数のグラフ

をかくことができ

る。 

・平方完成の方法を

理解できる。 

・二次関数のグラフ

と最大値・最小値

の関係を理解でき

る。 



◇本時のねらい 

 ２次関数 𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 を基本形に変形できるようにする。 

◇生徒に示す本時のねらい 

２次関数 𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 のグラフはどのようにかいたらよいだろう。 

◇指導過程 

段階 学習内容・活動 
時間 

(分) ◇指導上の留意点 ◆評価規準 

導入 
１ 前時の２次関数 𝑦 = 𝑥2 +□𝑥 と 

𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 の違いを考える。 

 

10 ◇前時の平方完成と関連させられるように

＋c の扱いを意識させる。 

展開 

 

２ 本時の課題を確認する。 

［課題］ 

 ２次関数 𝑦 = 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 のグラフはど

のようにかいたらよいだろう。 

 

 

３ 例６を考える。 

(1)例６の分析・予想をする。 

(2)例６を解く。 

(3)説明内容を作成する。 

(4)ペアで説明し合う。 言語活動 

 

 

 

 

４ 練習 18、19を考える。 

(1)練習 18、19を解く。 

(2)練習 18、19の確認をする。 

(3)説明内容を作成する。 

(4)ペアで説明し合う。 言語活動 

(5)相互評価をする。 
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◇課題を確認する。 

◇𝑥2の係数が１の２次関数の一般形を強調。 

◇＋c が付くことで変形に影響があるか考え

させる。 

 

 

◇例６の分析を促し、見通しを立てさせる。 

◆平方完成の方法を理解できる。 

【知識・理解】 

◇生徒の実態に応じ、解答や説明内容の作成

を支援しながら行う。 

◇説明内容を作成することで、学習内容の振

り返りを行う。 

 

 

◇まず個人で練習 18、19を解く。わからない

ときは周りで教え合うことを促す。 

◇生徒に解答を板書させ確認する。 

◇個人で説明内容を作成させる。 

◆二次関数の基本形の式に変形することが

できる。       【数学的な技能】 

◇互いに説明し合わせ、相互評価をさせる。 

まとめ 
５ 本時のまとめをする。 

 
5 

◇𝑥2の係数が１の２次関数の一般形を基本

形に変形する方法を確認する。 

 


